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内
な
る
生　
霊
的
感
覚
を
深
め
、
拡
充
す
る
た
め
に

イ
ヴ
リ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ヒ
ル
著
／
金
子
麻
里
訳

国
教
会
の
司
祭
た
ち
の
た
め
に
語
っ
た
3
つ
の
講
話
。
多
忙
な
牧
師
た
ち
の
魂
の
ケ
ア
に
つ
い

て
、
ま
た
祈
り
と
冥
想
、
愛
と
奉
仕
に
つ
い
て
、
平
易
で
透
徹
し
た
言
葉
で
語
り
か
け
る
。
原
書
は

１
９
２
７
年
刊
行
。�

◆
小
Ｂ
６
判
・
１
４
８
頁
・
本
体
１
８
０
０
円

■
同
じ
著
者
の
本
　
実
践
す
る
神
秘
主
義
　
普
通
の
人
た
ち
に
贈
る
小
さ
な
本
　
金
子
麻
里
訳�

◆
本
体
２
１
０
０
円

知
的
障
碍
者
と
教
会

驚
き
を
与
え
る
友
人
た
ち

フ
ェ
イ
ス
・
バ
ウ
ア
ー
ズ
著
／
片
山
寛
・
加
藤
英
治
訳

教
理
や
説
教
の
知
的
理
解
に
偏
し
が
ち
な
教
会
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
知
的
障
碍
者
の
友
は
何
を
示
し

て
い
る
の
か
。
著
者
は
ダ
ウ
ン
症
の
息
子
を
持
つ
母
。
教
会
が
開
か
れ
た
場
と
な
る
た
め
、
私
た
ち
の

信
仰
観
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。「
ま
え
が
き
―
―
知
的
障
碍
者
の
神
学
に
向
け
て
」（
片
山
寛
）
と
詳
細

な
「
訳
者
解
説
」（
加
藤
英
治
）
を
付
す
。�

◆
四
六
判
・
２
５
０
頁
・
本
体
１
８
０
０
円

■
関
連
既
刊
書
　
せ
い
な
る
よ
る
の
た
か
ら
も
の�
出
生
前
診
断
の
結
果
に
ゆ
れ
る
夫
婦
を
描
い
た
話
題
の
絵
本

�

絵
と
文
＝
ク
ド
ウ
あ
や
／
解
説
＝
玉
井
邦
夫
　
◆
Ｂ
５
判
・
本
体
１
３
０
０
円

2
月
8
日
発
売

2
月
24
日
発
売



2 月 に 出 る 本

日
本
基
督
教
団
戦
争
責
任
告
白
か
ら
50
年

そ
の
神
学
的
・
教
会
的
考
察
と
資
料

�

「
時
の
徴
」
同
人
編
【
新
教
コ
イ
ノ
ー
ニ
ア
33
】

１
９
６
７
年
復
活
主
日
、
日
本
基
督
教
団
は
教
団
議
長
鈴
木
正
久
名
で
「
第
二
次
世
界
大
戦
下
に

お
け
る
日
本
基
督
教
団
の
責
任
に
つ
い
て
の
告
白
」
を
公
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
50
年
、
教
団
戦
責

告
白
は
大
き
な
論
争
と
分
裂
を
生
む
と
同
時
に
、
他
教
派
に
も
同
様
の
告
白
を
生
み
出
す
刺
激
を

与
え
、ま
た
教
会
内
外
に
新
た
な
連
帯
を
生
み
出
し
て
き
た
。教
団
戦
責
告
白
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

「
時
の
徴
」
に
連
な
る
者
た
ち
が
自
分
史
的
な
回
顧
を
交
え
つ
つ
神
学
的
に
考
察
す
る
。

�

◆
Ａ
５
判
・
１
６
０
頁
・
本
体
１
５
０
０
円

●恵みとは何か

【
目
次
よ
り
】

ま
え
が
き
に
代
え
て
　
戦
争
責
任
告
白
と一人
の
牧
師

�

雨
宮
栄
一

第
1
部　

論　

考

「
戦
争
責
任
告
白
」
五
十
年�

佐
藤
司
郎

戦
後
七
〇
年
と
福
音
派
諸
教
会
の
戦
責
告
白

�

山
口
陽
一

戦
争
責
任
告
白
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か

�

戒
能
信
生

第
2
部　

戦
責
告
白
と
わ
た
し

教
団
の
牧
師
と
な
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
戦
責
告
白

�

秋
永
好
晴

教
団
の
信
仰
へ
の
問
い
・
促
し
と
し
て�

池
田　

伯

戦
争
責
任
告
白
と
わ
た
し
の
歩
み�

岩
井
健
作

戦
争
責
任
告
白
と
贖
罪
信
仰�

内
坂　

晃

戦
争
参
加
（
予
科
練
）
か
ら
戦
争
責
任
告
白
へ
と
私

を
導
い
た
神
の
恵
み�

大
塩
清
之
助

『
讃
美
歌
21
』
を
め
ぐ
っ
て�

小
海　

基

「
戦
争
責
任
告
白
」
の
重
要
性
は
増
す
ば
か
り

�

下
田
洋
一

韓
国
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
と
の
和
解
と
戦
責
告
白

�

鈴
木
伶
子

戦
責
告
白
は
わ
た
し
自
身
の
告
白
で
あ
る

�

関
田
寛
雄

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
会
の
「
戦
責
告
白
」�

平
良　

修

北
東
ア
ジ
ア
の
希
望
の
た
め
に�

池　

明
観

解
放
の
神
学
の
こ
と
な
ど�

松
本
敏
之

罪
責
を
告
白
す
る
主
体
の
確
立�

最
上
光
宏

第
3
部　

資
料
編　

各
教
派
・
団
体
の
戦
責
告
白

　
改
革
派
、
バ
プ
連
、
バ
プ
同
、
日
キ
、
ナ
ザ
レ
ン
ほ
か

事実によりて　生と死を貫く証し
西田恵一郎著
（著者は横浜女学院、青山学院中等部を経て、和泉短期大学准教授、チャプレン）

著者は 2人の息子と妻を病で天に送るという痛切な経験をした。そこで何が与えら
れたのか。ミッションスクールで若い魂との向かい合いから紡ぎ出された珠玉のメッ
セージ。� ◆四六判・174 頁・本体 1500 円



3 月 以 降 の 出 版 予 定 か ら

● 1 月に出た本と雑誌

旅
す
る
教
会

再
洗
礼
派
と
宗
教
改
革

永
本
哲
也
、
猪
刈
由
紀
、
早
川
朝
子
、
山
本
大
丙［
編
］

再
洗
礼
派（
ア
ナ
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
）は
宗

教
改
革
主
流
派
か
ら
徹
底
的
に
弾
圧
さ

れ
、
安
住
の
地
を
求
め
て
世
界
を
旅
す

る
教
会
と
な
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
信

仰
理
解
と
社
会
実
践
は
貴
重
な
遺
産
を

残
し
て
い
る
。
宗
教
改
革
５
０
０
年
の

年
、も
う
一
つ
の
重
要
な
改
革
運
動
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
た
、

気
鋭
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
共
同
執
筆
。

�

◆
四
六
判
・
本
体
２
８
０
０
円

【
重
版
出
来
】

人
は
何
に
よ
っ
て
生
き
る
か

松
永
晋
一
著

永
遠
へ
の
思
い
、出
会
い
、賜
物
、自
己
の
発
見
、使
命
、聖
書
、

信
仰
、
愛
、
希
望
、
教
会
生
活
―
―
10
の
テ
ー
マ
に
沿
い
な
が

ら
若
者
た
ち
に
語
る
信
仰
論
。�

◆
新
書
判
・
本
体
６
４
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

2
月
号
―
特
集   

義
と
は
何
か

宗
教
改
革
５
０
０
年 

②

寄
稿
者
：
竹
原
創
一
、
吉
田
忍
、
池
田
裕
、
吉
谷
か
お
る
、
島
し
づ
子
、

林
巌
雄
、
ベ
ル
ト
ー
ル
ト
・
ク
ラ
ッ
パ
ー
ト
、
芦
名
定
道
、
望
月
麻
生
、

内
田
樹
、
佐
藤
優
、
辻 

学
、
月
本
昭
男
、
吉
松
純
、
奥
田
愛
基
ほ
か

木
ノ
脇
悦
郎
著

宗
教
改
革
の
人
間
群
像

『
痴
愚
神
礼
讃
』
を
著
し
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
本
文
を
初
め
て
校
訂
し
、

宗
教
改
革
運
動
に
寄
与
し
た
が
、
自
由
意
志
論
を
め
ぐ
っ
て
ル
タ
ー
と
対
立
、
後

に
改
革
陣
営
か
ら
絶
縁
さ
れ
た
16
世
紀
最
大
の
人
文
主
義
者
。
彼
は
ま
た
偉
大

な
文
通
者
で
も
あ
っ
た
。
書
簡
か
ら
浮
か
び
上
が
る
改
革
者
た
ち
の
人
間
群
像
。

�

◆
四
六
判
・
予
価
３
０
０
０
円

三
野
和
恵
著

文
脈
化
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
軌
跡

宣
教
師
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
ム
ー
デ
ィ
と
台
湾
長
老
教
会
（
仮
題
）

日
本
植
民
下
の
台
湾
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
福
音
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
い
か
に

語
る
の
か
。
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
教
会
か
ら
や
っ
て
き
た
ム
ー
デ
ィ
、
彼
と
接
し
た

台
湾
人
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
双
方
の
軌
跡
と
そ
の
意
味
を
、
白
話
字
文
献
も
含
む
膨

大
な
資
料
を
基
に
丹
念
に
跡
づ
け
た
労
作
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
７
０
０
０
円

山
口
里
子
著

イ
エ
ス
の
譬
え
話
2

罪
人
と
名
指
さ
れ
、
十
字
架
の
上
で
果
て
た
そ
の
生
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
が
伝
え
よ

う
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
福
音
書
記
者
の
編
集
の
行
間
を
歩
み
、

イ
エ
ス
の
言
葉
の
核
心
を
取
り
出
す
「
疑
い
の
解
釈
学
」
の
最
新
成
果
。「
10
人
の

乙
女
た
ち
」
な
ど
解
釈
困
難
と
さ
れ
て
き
た
譬
え
話
が
、
全
く
新
た
な
姿
を
見
せ

る
。『
イ
エ
ス
の
譬
え
話
１
』
待
望
の
続
刊
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
２
１
０
０
円

エ
ラ
ス
ム
ス
と

文
通
者
た
ち



編 集 部 か ら

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０17 年

3

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
に
対
す
る
異
端
宣
告
を
め
ぐ
って

　�

…
…
…
木
ノ
脇
悦
郎

曖
昧
に
な
る
「
正
統
」
と
「
異
端
」
の
境
界
―
―

宗
教
改
革
後
の
再
洗
礼
派
と
近
世
ヨ
ー
ロッ
パ
社
会

�

…
…
…
…
永
本
哲
也

マ
ル
キ
オ
ン
聖
書
再
考
―
―
異
端
反
駁
文
書
に
書
か

れ
な
い
こ
と�

…
…
…
… 

筒
井
賢
治

異
端
と
セ
ク
シ
ュア
リ
テ
ィ�

…
…
…
…
朝
香
知
己

多
様
性
の
時
代
と
「
異
端
イ
ジ
メ
」
の
病
理
―
―

北
村
慈
郎
牧
師
戒
規
免
職
の
底
流
に
あ
る
も
の

�

…
…
…
…
渡
辺
英
俊

日
本
基
督
教
団
戦
争
責
任
告
白
か
ら
50
年

…
…
徐
　
正
敏
／
長
尾
有
起

東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
　
現
在
の
課
題

…
…
柳
谷
雄
介
／
片
岡
輝
美

【
連
載
よ
り
】

◆
み
こ
と
ば
散
歩�

3�

…
…
…
…
…
望
月
麻
生

◆
現
代
神
学
の
冒
険�

6�

…
…
…
…
…
…
…
…
芦
名
定
道

◆
新
約
釈
義
　
第
一
テ
モ
テ
書 

13�

…
…
…
…
辻
　
　
学

◆
聖
書
と
わ
た
し 

14�

…
…
…
…
…
…
…
久
米
小
百
合

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

24�

…
…
…
…
…
…
…
内
田
　
樹

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

142�

…
…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

特
集
：
正
統
と
異
端
―
―
宗
教
改
革
５
０
０
年
③

●
2
月
は
4
点
の
新
刊
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

『
内
な
る
生
』
は
、
小
社
が
手
が
け
る
イ
ヴ
リ

ン
・
ア
ン
ダ
ー
ヒ
ル
の
訳
書
と
し
て
は
2
冊

目
。
同
書
は
か
つ
て
『
衷
な
る
生
活
』
と
題

し
て
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
（
中
山

昌
樹
訳
、
１
９
２
９
年
、
教
文
館
）。
原
書
の

刊
行
は
ち
ょ
う
ど
90
年
前
で
す
が
、
そ
の
言

葉
は
ま
っ
た
く
古
び
て
い
ま
せ
ん
。「
内
な
る

生
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
著
者
は
言
い
ま

す
、「
私
た
ち
の
最
も
『
内
奥
の
生
』
は
、
聖

霊
の
世
界
と
の
『
意
志
あ
る
呼
応
』
か
ら
成

り
ま
す
」
と
。「
意
思
あ
る
呼
応
」
と
は
「
祈

り
」
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
結
局
「
神
へ

の
愛
」
と
「
人
類
へ
の
愛
」
に
お
い
て
一
つ

と
な
る
、
し
か
も
「
恐
ろ
し
く
実
践
的
な
務

め
で
あ
り
、
神
の
国
を
も
た
ら
す
こ
と
に
貢

献
し
う
る
唯
一
の
道
」、
し
た
が
っ
て
「
こ
れ

は
神
学
的
な
言
い
換
え
に
よ
っ
て
は
成
就
し

ま
せ
ん
」
と
も
。
ア
ン
ダ
ー
ヒ
ル
の
「
神
秘

主
義
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
社
会
的
で
実
践

的
な
志
向
を
も
含
ん
で
い
た
こ
と
を
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
『
知
的
障
碍
者
と
教
会
』
は
、
教
理
や
説

教
の
い
わ
ゆ
る
「
知
的
な
」
理
解
が
で
き
な

い
人
々
、
言
葉
に
よ
る
「
信
仰
告
白
」
が
お

ぼ
つ
か
な
い
人
々
に
と
っ
て
、
信
仰
と
は
何

か
、
礼
拝
に
出
席
し
教
会
生
活
を
送
る
こ
と

の
意
味
は
何
か
、
逆
に
ま
た
彼
ら
の
存
在
が

教
会
に
と
っ
て
持
つ
意
味
は
何
か
を
、
具
体

的
な
出
会
い
を
通
し
て
考
察
し
た
も
の
で
す
。

著
者
が
自
覚
的
な
洗
礼
を
重
ん
じ
る
バ
プ
テ

ス
ト
の
信
徒
で
あ
り
、
同
時
に
ダ
ウ
ン
症
の

息
子
を
持
つ
母
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
問
い

を
い
っ
そ
う
喫
緊
な
も
の
と
し
ま
し
た
。
津

久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
衝
撃
的
な
事
件
を
経
験

し
た
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
決
し
て
無
縁
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
今
年
は
宗
教
改
革
５
０
０
年
の
記
念
の
年

で
あ
る
こ
と
に
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
基
督
教
団
の
戦
争
責
任
告

白
か
ら
50
年
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
あ
の
戦

責
告
白
は
一
教
団
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
と
ど

ま
ら
ず
、
他
教
派
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
が
、
な
に
よ
り
も
教
会
と
世
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
信
仰
告
白
に
つ
い
て
、
そ
し

て
罪
責
告
白
に
つ
い
て
、
原
理
的
な
考
察
を

迫
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
神
学
的
な
事

件
で
も
あ
り
ま
し
た
。『
日
本
基
督
教
団
戦
争

責
任
告
白
か
ら
50
年
』
は
、
あ
の
告
白
が
も

っ
て
い
た
意
味
を
改
め
て
検
証
し
、
そ
の
批

判
的
継
承
の
必
要
を
訴
え
て
い
ま
す
。


